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平成２４年３月 

    

北名古屋市北名古屋市北名古屋市北名古屋市行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４～～～～２７２７２７２７年度年度年度年度））））    

 

１１１１    背景背景背景背景（（（（これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経緯経緯経緯経緯、、、、新新新新たなたなたなたな計画計画計画計画のののの必要性必要性必要性必要性））））    

  本市では、市町村合併直後の平成１８年度に「北名古屋市行政改革大綱」（計画期間：

平成１８～２７年度。以下「行革大綱」という。）を策定し、計画期間内における取組

方針や重点目標を定めるとともに、行革大綱に基づく具体的な取組内容を示す「集中改

革プラン」（計画期間：平成１８～２１年度）を策定し、量の改革に重心を置き、行政

全般にわたり積極的に取組を推進しました。 

続いて、「集中改革プラン」の最終年度である平成２１年度には、平成２３年度まで

の具体的な取組を示す「行財政改革行動計画」（計画期間：平成２１～２３年度）を策

定し、量から質の改革へと重心を移しながら、現在も途切れることなく改革を推進して

いるところです。 

本計画は、行革大綱の最終年度である平成２７年度までの４年間の計画となることか

ら、これまでの取組を総括し、未実施の取組や継続する取組を遺漏なく推進するととも

に、将来にわたり持続的に改革を進めるための仕組みづくりを行うことが必要となりま

す。 

 

２２２２    行政改革行政改革行政改革行政改革のののの実績実績実績実績（（（（これまでのこれまでのこれまでのこれまでの取組取組取組取組のののの総括総括総括総括））））    

⑴⑴⑴⑴    集中改集中改集中改集中改革革革革プランプランプランプラン（（（（平成平成平成平成１８１８１８１８～～～～２１２１２１２１年度年度年度年度））））        

集中改革プランでは、量の改革に重心を置き、行政全般にわたる１０３項目の取組

を推進することにより、４年間の累計で１５億８,０００万円の行革効果額を達成し

ました。    

⑵⑵⑵⑵     行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画（（（（平成平成平成平成２１２１２１２１～～～～２３２３２３２３年度年度年度年度）））） 

量に重心を置いた改革から、質の改革への転換を目指し、「選択と集中」の観点か

ら、公共施設管理運営の見直しを始め５つの重点取組項目を推進しました。 

 

３３３３    行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画（（（（平成平成平成平成２４２４２４２４～～～～２７２７２７２７年度年度年度年度））））実施項目実施項目実施項目実施項目    

    平成２３年度までの行財政改革行動計画では、質の改革への転換を目指し、その方向

に向け着実に取組を推進することができましたが、これに続く計画としては、構造的な

改革に重点を置いた質の改革を持続的に推進するための仕組みづくりに取り組むこと

により、将来にわたり質の高い行政サービスの持続的な提供をめざすとともに、行政経

営の質の向上の観点から新たな取組を積極的に展開していく必要があります。    

また、本計画は、行革大綱の最終年度までを計画期間とする計画であることから、こ

れまでの計画同様、「選択と集中」をキーワードに、真に必要なものに限られた資源を

投入することを基本とし、これまでの計画で継続して取り組むべき改革を着実に推進し

ます。 
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⑴ 質質質質のののの改革改革改革改革をををを持続的持続的持続的持続的にににに推進推進推進推進するためのするためのするためのするための仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり    

アアアア    持続的持続的持続的持続的なななな改革改革改革改革のののの仕組仕組仕組仕組みみみみのののの構築構築構築構築    

    行政評価で判明した課題等を確実に解決するための仕組みを導入し、行政評価、

実施計画及び予算編成の連携（ＰＤＣＡサイクル）を強化します。 

実施項目 平成２４～２７年度の取組内容 

◎◎◎◎    持続的持続的持続的持続的なななな改革改革改革改革のののの仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり    

経営診断（経営分析）の実施 行政評価結果等を踏まえ、抜本的に検討すべきテーマを抽出し、

プロジェクトチームにより分析・検討を行い、その結果を公表し、

改善する。 

イイイイ    新新新新たなたなたなたな取組取組取組取組    

    質の改革を持続的に推進するため、職員の意識改革を促しつつ行政経営の質の向

上をめざします。 

実施項目 平成２４～２７年度の取組内容 

◎◎◎◎    政策課題政策課題政策課題政策課題へのへのへのへの戦略的戦略的戦略的戦略的なななな対応対応対応対応    

外部評価の導入 市の内部で行った行政評価が妥当であるかどうかを、学識経験者

等の専門的見地や市民の視点から検証することにより、評価の精

度を向上し、今後の事業の有効性を高める外部評価の導入を検討

する。 

目標管理制度の導入 計画的かつ主体的に職務を遂行することにより行政課題を積極

的に解決するため、職員に目標管理制度を導入する。 

◎◎◎◎    財政財政財政財政のののの健全化健全化健全化健全化    

予算メリットシステムの導入 改革のモチベーションを高めるため、見直しにより節減できた経

費等の一部を、翌年度の予算枠に加算する仕組み等の導入を検討

する。 

◎◎◎◎    行政情報行政情報行政情報行政情報のののの透明性透明性透明性透明性のののの確保確保確保確保    

行政情報の積極的な開示 財政状況や主要事業等を分かりやすく示した資料を積極的に市

民に公表する。 

◎◎◎◎    市民協働市民協働市民協働市民協働のののの基盤基盤基盤基盤づくりづくりづくりづくり    

市民協働の推進 地方分権にふさわしい自治体として社会環境の変化に柔軟かつ

的確に対応し、地域特性にあったまちづくりが求められているこ

とから、行政だけでなく、市民、自治会、市民活動団体、事業者

など地域の方が、お互いの立場や特性を理解しながら、信頼関係

のもと地域社会の課題を共有し、その問題解決のために協力して

行動する市民協働により、行財政の課題を共有し、解決する仕組

みを検討する。 

    

(2)(2)(2)(2)    行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画行財政改革行動計画（（（（平成平成平成平成２１２１２１２１～～～～２３２３２３２３年度年度年度年度））））のフォローのフォローのフォローのフォロー    

行財政改革行動計画（平成２１～２３年度）の取組について、継続して取り組む

べき事項については、確実に改革を進めます。 

ア 公共施設管理運営の見直し 

イ 公共施設の使用料及び各種手数料の見直し 

ウ 政策課題への戦略的な対応 

エ 財政の健全化 

オ 収益事業の推進 
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４４４４    スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

  計画期間内に予定項目の取組が終了するよう、的確な進捗管理の下で取組を推進する

こととします。 

〈〈〈〈取組事項取組事項取組事項取組事項ののののスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール〉〉〉〉  ※検討     実施 

No 実施項目 取組内容 

計画期間 

24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

◎◎◎◎    持続的持続的持続的持続的なななな改革改革改革改革のののの仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり 

1 

経営診断（経営

分析）の実施 

行政評価結果等を踏まえ、抜本的

に検討すべきテーマを抽出し、プ

ロジェクトチームにより分析・検

討を行い、その結果を公表し、改

善する。 

 

   

◎◎◎◎    行政情報行政情報行政情報行政情報のののの透明性透明性透明性透明性のののの確保確保確保確保    

2 

行政情報の積極

的な開示 

財政状況や主要事業等を分かり

やすく示した資料を積極的に市

民に公表する。 

 

 

  

◎◎◎◎    市民協働市民協働市民協働市民協働のののの基盤基盤基盤基盤づくりづくりづくりづくり    

3 市民協働の推進 

地方分権にふさわしい自治体と

して社会環境の変化に柔軟かつ

的確に対応し、地域特性にあった

まちづくりが求められているこ

とから、行政だけでなく、市民、

自治会、市民活動団体、事業者な

ど地域の方が、お互いの立場や特

性を理解しながら、信頼関係のも

と地域社会の課題を共有し、その

問題解決のために協力して行動

する市民協働により、行財政の課

題を共有し、解決する仕組みを検

討する。 

 

 

 

  

◎◎◎◎    公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営公共施設管理運営のののの見直見直見直見直しししし 

4 

公共施設管理運

営の見直し計画

の推進 

平成 23 年度に策定した計画に従

い、確実に見直しを推進する。 

 

 

  

5 

公共施設管理運

営の見直し計画

以外の施設の見

直し 

公共施設管理運営の見直し計画

で見直すこととした施設以外の

施設の見直しを検討する。 

  

 

 

6 

公共施設保全計

画の策定 

施設ごとに保全計画を策定する。 

 

   

7 

公共施設管理の

専門部署の設置 

ファシリティマネジメントを強

力かつ円滑に推進するため、公共

施設管理の専門部署を設置する。 

 

 

  

8 

公共施設の評価

システムの構築 

既存施設の規模の適正化や計画

的な維持保全を図るため、多角的

な観点から分析･評価を行う。 

  

 

 

○計画策定 

○設置 

○構築 

○適宜策定 

○仕組導入 

○適宜公表 

○適宜実施 

○推進 
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No 実施項目 取組内容 

計画期間 

24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

9 

指定管理者モニ

タリング制度の

導入 

指定管理者の業務履行の評価手

法、評価結果の公表、改善に向け

た指導方法等を取りまとめた指

定管理者モニタリング制度を導

入する。 

 

  

 

10 

公共施設の環境

負荷低減対策 

電気、機械設備等の運用方法の改

善や改修等を行い、エネルギー消

費量及び光熱水費を削減し、環境

負荷の低減を図る。 

 

 

 

 

11 

公共施設管理担

当職員のスキル

向上 

日常点検マニュアルの整備や施

設管理及び接遇の研修等、施設管

理担当職員のスキル向上を図る。 

 

 

 

 

◎◎◎◎    公共施設公共施設公共施設公共施設のののの使用料及使用料及使用料及使用料及びびびび各種手数料各種手数料各種手数料各種手数料のののの見直見直見直見直しししし 

12 

使用料減免基準

等の整理 

減免基準及び減免の実績等を公

表する。 

  

  

13 手数料の見直し 

手数料見直し方針に基づき、手数

料の具体的な見直しを行う。 

   

 

◎◎◎◎    政策課題政策課題政策課題政策課題へのへのへのへの戦略的戦略的戦略的戦略的なななな対応対応対応対応    

14 

施策評価の電算

化 

評価事務の合理化を図るため、施

策評価を新財務システムのサブ

システムに組み込む。 

 

   

15 外部評価の導入 

市の内部で行った行政評価が妥

当であるかどうかを、学識経験者

等の専門的見地や市民の視点か

ら検証することにより、評価の精

度を向上し、今後の事業の有効性

を高める外部評価の導入を検討

する。 

 

 

  

16 

目標管理制度の

導入 

計画的かつ主体的に職務を遂行

することにより行政課題を積極

的に解決するため、職員に目標管

理制度を導入する。 

 

   

◎◎◎◎    財政財政財政財政のののの健全化健全化健全化健全化    

 

 

17 

行政経営会議の

実施 

行政評価、予算編成、実施計画を

核とするＰＤＣＡサイクルを確

立するため、行政経営会議を本格

実施する。 

 

 

  

18 

枠配当予算の実

施 

引き続き枠配当予算を継続する。     

19 

予算メリットシ

ステムの導入 

改革のモチベーションを高める

ため、見直しにより節減できた経

費等の一部を、翌年度の予算枠に

加算する仕組み等の導入を検討

する。 

 

 

 

 

 

◎◎◎◎    収益事業収益事業収益事業収益事業のののの推進推進推進推進    

20 広告事業の推進 引き続き広告事業を推進する。     

 

○導入 

○公表 

○導入 

○実施 

○適宜実施 

○組込 

○導入 

○本格実施 

○実施 

○推進 

○導入 

○研修実施・ﾏﾆｭｱﾙ整備 


